
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成23年11月11日

【四半期会計期間】 第86期第２四半期(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

【会社名】 ダイジェット工業株式会社

【英訳名】 DIJET INDUSTRIAL CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　　生悦住　　　歩

【本店の所在の場所】 大阪市平野区加美東二丁目１番18号

【電話番号】 06(6791)6781(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長　　　生悦住　　英臣

【最寄りの連絡場所】 大阪市平野区加美東二丁目１番18号

【電話番号】 06(6791)6781(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長　　　生悦住　　英臣

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 株式会社大阪証券取引所

　 (大阪市中央区北浜一丁目８番16号)

　

EDINET提出書類

ダイジェット工業株式会社(E01488)

四半期報告書

 1/22



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第85期
第２四半期
連結累計期間

第86期
第２四半期
連結累計期間

第85期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 4,035,568 4,380,680 8,317,981

経常利益又は経常損失(△) (千円) △49,794 239,985 216,608

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(千円) △82,453 220,158 160,215

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 3,489 50,259 329,576

純資産額 (千円) 4,850,845 5,226,721 5,176,465

総資産額 (千円) 12,949,705 13,325,377 13,288,665

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は四半期純損失金
額(△)

(円) △2.76 7.38 5.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 37.5 39.2 39.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 198,808 287,894 855,381

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 176,622 △237,527 86,076

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,086,461 △216,630 △1,343,078

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,395,847 1,533,611 1,704,181

　

回次
第85期
第２四半期
連結会計期間

第86期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.88 1.84

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第85期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．第85期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、四半期純損失で

あり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第86期第２四半期連結累計期間及び第85期の潜在株式

調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、サプライチェーンの復旧に伴い、東日本大震災によ

り停滞を余儀なくされた生産活動が回復する等、持ち直しの兆しが見られましたが、欧米諸国における財

政問題や、円高や株価低迷などによる影響が懸念され、先行きが不透明な状況で推移いたしました。

当社グループにおきましては、国内向け販売はほぼ前年並みでありましたが、海外向け販売が好調に推

移し、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比8.6％増の4,380百万円となりました。このう

ち、国内向けは前年同四半期比0.6％増の2,850百万円、海外向けは前年同四半期比27.3％増の1,529百万

円であります。連結売上高に占める輸出の割合は34.9％となり、前年同四半期から5.1ポイント上昇いた

しました。

製品別では、焼肌チップが前年同期比0.1％減の894百万円、切削工具が前年同期比14.5％増の2,713百

万円、耐摩耗工具が前年同期比0.2％減の765百万円となりました。

　収益面では、収益構造改革の推進により前期後半より収益性は大幅に改善しており、当第２四半期連結

累計期間の経営成績は営業利益290百万円(前年同四半期は8百万円の損失)、経常利益239百万円(前年同

四半期は49百万円の損失)、四半期純利益220百万円(前年同四半期は82百万円の損失)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

　資産は前連結会計年度末に比べ36百万円増加し13,325百万円となりました。このうち流動資産は133

百万円の増加、固定資産は96百万円の減少でありました。

　流動資産の変動の主な要因は、原材料及び貯蔵品が231百万円、仕掛品が84百万円増加したことに対

し、現金及び預金が170百万円、受取手形及び売掛金が46百万円減少したことであります。

　固定資産のうち、有形固定資産は151百万円増加しました。変動の主な要因は、減価償却費の計上235百

万円、設備投資の実施394百万円であります。投資その他の資産は249百万円減少しました。変動の主な

要因は、投資有価証券の評価額が株価の下落を受け253百万円減少したことであります。

(負債)
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負債は前連結会計年度末に比べ13百万円減少し、8,098百万円となりました。このうち流動負債は142

百万円の減少、固定負債は128百万円の増加でありました。

　流動負債の変動の主な要因は、支払手形及び買掛金が151百万円増加したことに対し、短期借入金が

430百万円減少したことであります。

　固定負債の変動の主な要因は、長期借入金が232百万円増加したことに対し、長期繰延税金負債が103

百万円減少したことであります。

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ50百万円増加し5,226百万円となりました。株主資本は、四半期純

利益が220百万円であったこと等により5,125百万円となりました。また、株式の時価評価等によりその

他の包括利益累計額は169百万円減少し101百万円となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により獲得した資金は287百万円でありました(前第２四半期連結累計期間は198百万円の

獲得)。資金流入の主な要因は、税金等調整前四半期純利益232百万円、減価償却費237百万円、仕入債務

の増加155百万円であり、資金流出の主な要因は、棚卸資産の増加311百万円、利息の支払額43百万円で

あります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により流出した資金は237百万円でありました(前第２四半期連結累計期間は176百万円の

獲得)。主な要因は、設備投資227百万円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により流出した資金は216百万円でありました(前第２四半期連結累計期間は1,086百万円

の流出)。主な要因は借入金の返済による支出4,148百万円に対し、借入による収入が3,950百万円で

あったことであります。

以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は前連結会計年度末と比べ、

170百万円減少し1,533百万円となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありませ

ん。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等(会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりです。

　
１ 基本方針の内容

　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の事業特性並びに株主をはじめとする

国内外の顧客・社員・取引先等の各ステークホルダーとの間に築かれた関係や当社の企業価値の本源を

十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的に確保し、継続的若しくは持続的に向

上させる者であることが必要と考えております。

　また、当社は、当社株式に対する大規模な買付行為が行われた際に、これに応じられるかどうかは、最終

的には株主の皆様の自由な意思と判断によるべきものであると考えておりますが、一方では、大規模な買

付行為の中には、その目的等から見て当社の企業価値ひいては株主共同の利益に明白な侵害をもたらす

もの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの、当社の取締役会が代替案を提案するための

必要な情報や時間を与えることなく行われるもの、当社と当社のステークホルダーとの関係を損ねるお

それのあるもの等、企業価値ひいては株主共同の利益に資さないものも想定されます。
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　当社では、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するような大規模な買付行為を行

う者は当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えております。

　

２ 基本方針の実現に資する取組み

①基本方針の実現に資する特別な取組み

(ⅰ)企業価値向上の取組み

　当社は、1938年に創業以来、超硬合金・超硬工具の専業メーカーとして、「独創性豊かな技術開発で世界

に貢献する」ことを経営理念に掲げ、新技術・新製品の創造による成長の持続を目指しております。

　また、当社は、素材の開発から一貫した製品づくりを行い、国内外の幅広い需要家に提供していく中で、

時代に即した事業体制の構築を進め、中期経営目標においても「高付加価値製品の開発による企業収益

の向上」「海外売上高比率の向上」「スピードとチャレンジ」「社会的責任の達成と社会貢献」を掲

げ、将来に向けて企業価値の向上に取り組んでおります。

　さらに、当社は、継続して社会から信頼され、企業倫理に則した公正な事業活動を推進していくために、

取締役をはじめ全従業員に対する行動の基本方針としての行動規範及び行動規準を遵守し、内部統制シ

ステムを整備してコンプライアンス重視の経営体制を進めております。

　このような取組みを通じて、当社は、社会的責任を果たすべく透明性・健全性の高い効率的な経営活動

を実現し、株主をはじめとする各ステークホルダーに最大限に配慮しながら、継続的、安定的に収益を確

保し、企業価値を高めることが経営の最重要課題と考えております。

　
(ⅱ)コーポレートガバナンスの充実への取組み

　当社は、６名からなる取締役会を最高の意思決定及び監督機関とし、取締役に４名の業務役員を加えた

経営会議を構成し、業績の月次進捗状況等、経営全般にわたり情報の共有化を図り、迅速な意思決定と効

率的な事業運営を図っております。

　また、当社は監査役制度を採用しており、社外監査役２名を含む４名の監査役は監査役会を構成し、各監

査役の情報の共有化を図るとともに、取締役会、経営会議のほか重要な会議に出席し、取締役の業務執行

を厳重に監視するとともに、各事業部門についても業務監査を実施し、厳正な監視を行っております。

　さらに、当社は、経営理念を実現し事業活動を展開することにより、社会へ貢献し、その社会的責任を果

たすことを目指してまいりましたが、経営環境が大きく変化していく中で今後も社会から信頼され、企業

倫理に則した公正な事業活動を推進し、内部統制システムを整備していくことが必要であり、重要である

と考えております。

　そのため、取締役をはじめ全従業員に対する行動の基本方針として、行動規範及び行動規準を定めて遵

守に努めているほか、取締役相互の業務執行の監督等による法令違反行為の未然防止等、コンプライアン

ス重視の経営体制を進めております。

　
②基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止す

るための取組み

　当社は、当社の企業価値・株主共同の利益を確保・向上させ、上記基本方針を実現するため、平成20年６

月27日開催の第82回定時株主総会において株主の皆様のご承認を得て、「当社株式の大規模買付行為に

関する対応策」（買収防衛策）（以下、「本プラン」 といいます。）を導入しております。

　本プランでは、当社株式に対し20％以上の大規模買付行為（市場取引、公開買付等の具体的な買付方法

の如何を問いませんが、あらかじめ当社取締役会が同意したものを除きます。）を行おうとする者（以

下、「大規模買付者」といいます。）が大規模買付行為実施前に遵守すべき、大規模買付行為に関する合

理的なルール（以下、「大規模買付ルール」といいます。）を定めております。

　大規模買付ルールは、当社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために必要な情報

や、当社取締役会の意見を提供し、更には当社株主の皆様が当社取締役会の代替案の提示を受ける機会を

確保することを目的としております。当社取締役会は、大規模買付者に対し、大規模買付行為に関する必

要かつ十分な情報を当社取締役会に提供することを要請し、当該情報の提供完了後、大規模買付行為の評

価検討のための期間を設定し、当社取締役会としての意見形成や必要に応じ代替案の策定を行い、公表す

ることとします。
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　従いまして、大規模買付行為は、取締役会の評価検討の期間の経過後にのみ開始されるものとします。大

規模買付者が、大規模買付ルールを遵守した場合は、当社取締役会は、当該大規模買付行為が、当社の企業

価値ひいては株主共同の利益を著しく毀損することが明白と判断される場合を除き、対抗措置をとりま

せん。

　ただし、大規模買付者が、大規模買付ルールを遵守しなかった場合、遵守しても大規模買付行為が当社に

回復し難い損害をもたらす等、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうと判断される場

合には、当社取締役会は、当社企業価値ひいては株主共同の利益を守ることを目的として、対抗措置をと

ることがあります。なお、対抗措置の中には例えば既存の株主に対する新株予約権の無償割当等の措置を

含んでおります。

　このように、対抗措置をとる場合には、その判断の合理性及び公正性を担保するために、当社取締役会

は、対抗措置を発動するか否かの判断に際して、独立委員会の勧告を最大限尊重するものとします。

　本プランは、平成23年６月29日開催の当社定時株主総会において株主の皆様にご承認を賜り継続してお

り、その有効期限は平成26年６月までに終了する事業年度のうち最終のものに関する当社定時株主総会

終結時までとなっております。

　

３　具体的取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

①基本方針の実現に資する特別な取組み

　上記２①に記載した企業価値向上への取組みやコーポレートガバナンスの充実への取組みは、当社の企

業価値・株主共同の利益を継続的、安定的に向上させるための具体的方策として策定されたものであり、

当社の基本方針に沿うものです。

　
②基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止す

るための取組み

本プランは、大規模買付行為が行われる際に、株主の皆様が判断し、あるいは取締役会が代替案を提案

するために必要十分な情報や時間を確保する等、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を確

保するための取組みであり基本方針に沿うものであります。

　また、①買収防衛策に関する指針において定める三原則を完全に充足していること及び経済産業省に設

置された企業価値研究会が平成20年６月30日に発表した報告書「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防

衛策の在り方」の内容も踏まえたものとなっていること②当社の企業価値ひいては株主共同の利益の確

保・向上の目的をもって継続されていること③株主の合理的意思に依拠したものであること④独立性の

高い社外者の判断の重視⑤合理的な客観的発動要件の設定していること⑥デッドハンド型買収防衛策や

スローハンド型買収防衛策ではないこと等、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益に合致し、

当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は185百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,929,996 29,929,996

東京証券取引所
(市場第一部)
大阪証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　1,000株

計 29,929,996 29,929,996― ―

(注)  発行済株式数には現物出資による発行株式40,000株(2,000千円)が含まれております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ― 29,929,996 ― 3,099,194 ― 1,689,280
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ダイジェット持株会
大阪市平野区加美東２丁目１番18号
ダイジェット工業株式会社総務部内

1,515 5.06

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 1,476 4.93

生悦住　　　望 大阪市阿倍野区 1,363 4.55

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 1,244 4.15

ダイジェット取引先持株会
大阪市平野区加美東２丁目１番18号
ダイジェット工業株式会社総務部内

1,229 4.10

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 855 2.85

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１丁目18番６号 827 2.76

株式会社みずほコーポレート銀
行

東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 704 2.35

生悦住　　　歩 大阪市阿倍野区 550 1.83

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 519 1.73

計 ― 10,286 34.37

(注)　ダイジェット持株会は当社の得意先により、ダイジェット取引先持株会は当社の仕入先により構成されておりま

す。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― 　

議決権制限株式(自己株式等) ― ― 　

議決権制限株式(その他) ― ― 　

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 86,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

29,583,000
29,583同上

単元未満株式 普通株式 260,996 ― 同上

発行済株式総数 29,929,996― ―

総株主の議決権 ― 29,583 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式658株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ダイジェット工業株式会社

大阪市平野区加美東
２丁目１番18号

86,000 ― 86,000 0.28

計 ― 86,000 ― 86,000 0.28

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、清友監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,004,181 1,833,611

受取手形及び売掛金 2,432,529 2,386,487

商品及び製品 1,421,607 1,401,610

仕掛品 825,151 909,458

原材料及び貯蔵品 651,672 882,823

未収入金 4,007 12,457

その他 83,560 130,102

貸倒引当金 △30,495 △31,108

流動資産合計 7,392,214 7,525,442

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,167,353 1,132,169

機械装置及び運搬具（純額） 1,140,933 1,288,861

土地 1,184,949 1,184,949

リース資産（純額） 302,936 284,985

その他（純額） 57,513 114,028

有形固定資産合計 3,853,687 4,004,993

無形固定資産 29,646 30,888

投資その他の資産

投資有価証券 1,399,743 1,146,734

長期貸付金 2,308 1,632

長期預金 300,000 300,000

差入保証金 75,756 68,874

保険積立金 244,338 251,302

その他 20,459 25,436

貸倒引当金 △29,489 △29,928

投資その他の資産合計 2,013,117 1,764,052

固定資産合計 5,896,451 5,799,935

資産合計 13,288,665 13,325,377
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,108,243 1,259,878

短期借入金 2,733,213 2,302,803

未払法人税等 37,528 21,815

賞与引当金 135,383 133,449

未払費用 37,931 50,622

その他 201,099 342,420

流動負債合計 4,253,398 4,110,990

固定負債

長期借入金 1,810,124 2,042,509

リース債務 278,302 259,137

資産除去債務 18,360 18,360

長期未払金 391,339 387,727

退職給付引当金 1,139,294 1,161,730

繰延税金負債 221,382 118,200

固定負債合計 3,858,802 3,987,665

負債合計 8,112,200 8,098,655

純資産の部

株主資本

資本金 3,099,194 3,099,194

資本剰余金 3,057,132 1,703,396

利益剰余金 △1,230,089 343,804

自己株式 △20,722 △20,726

株主資本合計 4,905,513 5,125,668

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 322,554 172,218

為替換算調整勘定 △51,602 △71,165

その他の包括利益累計額合計 270,951 101,052

純資産合計 5,176,465 5,226,721

負債純資産合計 13,288,665 13,325,377
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 4,035,568 4,380,680

売上原価 3,027,132 3,026,856

売上総利益 1,008,435 1,353,824

販売費及び一般管理費 ※１
 1,016,718

※１
 1,063,277

営業利益又は営業損失（△） △8,283 290,547

営業外収益

受取利息 589 766

受取配当金 13,090 15,634

助成金収入 14,832 11,067

その他 13,964 6,145

営業外収益合計 42,477 33,613

営業外費用

支払利息 57,867 41,749

為替差損 24,864 36,109

その他 1,256 6,315

営業外費用合計 83,988 84,175

経常利益又は経常損失（△） △49,794 239,985

特別利益

固定資産売却益 3,639 468

貸倒引当金戻入額 4 －

特別利益合計 3,643 468

特別損失

固定資産除却損 1,589 7,287

投資有価証券評価損 4,038 368

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 18,945 －

その他 53 －

特別損失合計 24,627 7,656

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△70,778 232,798

法人税、住民税及び事業税 11,675 12,639

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△82,453 220,158

四半期純利益又は四半期純損失（△） △82,453 220,158
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△82,453 220,158

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 109,937 △150,335

為替換算調整勘定 △23,995 △19,563

その他の包括利益合計 85,942 △169,898

四半期包括利益 3,489 50,259

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,489 50,259

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△70,778 232,798

減価償却費 247,823 237,268

投資有価証券評価損益（△は益） 4,038 368

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 18,945 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △888 2,245

受取利息及び受取配当金 △13,680 △16,400

支払利息 57,867 41,749

為替差損益（△は益） 8,036 3,012

固定資産売却損益（△は益） △3,639 △468

固定資産除却損 1,589 7,287

売上債権の増減額（△は増加） △150,573 39,096

たな卸資産の増減額（△は増加） 56,863 △311,128

仕入債務の増減額（△は減少） 227,359 155,543

その他 △116,975 △54,705

小計 265,988 336,667

利息及び配当金の受取額 12,120 14,620

利息の支払額 △58,053 △43,005

法人税等の還付額 2,040 2,508

法人税等の支払額 △23,288 △22,897

営業活動によるキャッシュ・フロー 198,808 287,894

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △74,009 △227,284

有形固定資産の売却による収入 559,488 1,205

無形固定資産の取得による支出 △11,886 △3,130

投資有価証券の取得による支出 △871 △876

貸付けによる支出 △283 －

貸付金の回収による収入 1,340 577

定期預金の預入による支出 △300,000 －

その他 2,843 △8,019

投資活動によるキャッシュ・フロー 176,622 △237,527

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,300,000 3,000,000

短期借入金の返済による支出 △4,300,000 △3,400,000

長期借入れによる収入 600,000 950,000

長期借入金の返済による支出 △668,186 △748,025

自己株式の取得による支出 △172 △3

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △18,016 △18,581

配当金の支払額 △86 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,086,461 △216,630

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,850 △4,306

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △720,881 △170,570

現金及び現金同等物の期首残高 2,116,729 1,704,181

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,395,847

※１
 1,533,611
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。　

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。ただし、この計算で合理性を欠く場合には、税引

前四半期純利益を調整のうえ、法定実効税率を用いて税金費用を計算してお

ります。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

給与手当及び賞与 299,418千円 300,090千円

減価償却費 6,813 〃 7,444 〃

賞与引当金繰入額 30,715 〃 30,229 〃

退職給付引当金繰入額 36,205 〃 28,968 〃

支払手数料 80,035 〃 86,873 〃

広告宣伝費 21,247 〃 40,340 〃

研究開発費 94,940 〃 90,605 〃

貸倒引当金繰入額 1,249 〃 2,378 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 1,695,847千円 1,833,611千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△300,000 〃 △300,000 〃

現金及び現金同等物 1,395,847千円 1,533,611千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

平成23年6月29日開催の第85期定時株主総会決議に基づき、今後の財務政策上の柔軟性及び機動性を確

保し、早期に復配できる体制を実現することを目的として、資本準備金を1,353,735千円減少し、その他資

本剰余金に振り替え、振り替え後のその他資本剰余金の全額を取り崩して繰越利益剰余金の欠損填補を

行っております。この結果、当第２四半期連結会計期間末における資本剰余金が1,703,396千円、利益剰余

金が343,804千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社及び連結子会社の事業は、主として超硬合金・工具の製造及び製品等の販売を営んでいるものであ

り、報告セグメントとしては当該事業のみを対象とし単一であるため、セグメント情報の記載を省略してお

ります。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

△2円76銭 7円38銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(千円)

△82,453 220,158

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(千円)

△82,453 220,158

普通株式の期中平均株式数(株) 29,848,223 29,843,350

(注)　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、四半期純損失であり、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第86期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当については、平成23年10月31日開催の取

締役会において、これを行わない旨を決議いたしました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月11日

ダイジェット工業株式会社

取締役会  御中

　

清友監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    矢    本    博    三    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    和    田    　    司    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ
ジェット工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平
成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイジェット工業株式会社及び連結子会社の
平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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